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令和３年度新潟県立大学教員免許状更新講習募集要項 

 

１ 講習の開設目的 

  教員養成課程を設置する新潟県立大学は、教員免許更新制の目的である「最新

の知識技能の修得」の場として、その役割を果たすために教育職員免許法（昭和

２４年法律第１４７号）（以下「免許法」という。）第９条の３に規定する免許状

更新講習（以下「講習」という。）を開設いたします。 

 

２ 受講対象者 

  免許法第９条の３第３項に規定する者のうち、平成２１年３月３１日までに教

員免許状を授与された者で、以下に掲げる方が受講対象者です。 

  平成２１年４月１日以降に最初に教員免許状を授与された新免許状所持者は、

免許状に記載されている有効期間満了日から２年２か月前の期間にある方が受

講対象者です。 

（１）教諭または養護教諭免許状を持っている場合 

① 昭和３１年４月２日～昭和３３年４月１日生まれ 

② 昭和４１年４月２日～昭和４３年４月１日生まれ 

③ 昭和５１年４月２日～昭和５３年４月１日生まれ 

（２）栄養教諭免許状を持っている場合 

  平成２１年４月１日以降に最初に教員免許状を授与された新免許状所持者で、 

 免許状に記載されている有効期間満了日から２年２ヶ月前の期間にある方 

 ※修了確認期限を延期している場合、免許状更新講習の受講期間は延期後の修了確認期限から起

算する必要があり、受講期間外に講習を受講した場合、免許状更新のための講習として認められ

ません。   

３ 講習料 

（１）講習料の額は以下のとおりです。 

１講習当たりの時間数 免許状更新講習料 

必修・選択必修・選択講習各６時間  ６，０００円 

（２）講習料の納入 

   受講が仮決定となった方は、講習料を納入する事前手続を免許状更新講習管

理システム（以下「講習システム」という。）で行い、手続後にお近くのコンビ

ニで５月２８日（金）までにお支払いをお願いします。 

※別途振込手数料が必要です。 

※粟島にお住まいの方には仮決定のお知らせ時に振込方法について別途ご 

案内します。 

（３）講習料の返還         

   既納の講習料は返還できません。ただし、１講習を全く受講しなかった方に

ついては、本人から返還の申し出があった場合に限り、当該講習の講習料を返
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還します。返還の申し出は、別記様式１「教員免許状更新講習講習料返還請求

書」により９月２４日（金）（本学必着）までに行ってください。 

   また、台風等の天候上の理由又は講師の急病等により講習を休講とした場合

の講習料の取扱は、別にお知らせします。 

 

４ 講習の概要  

（１）実施場所 

 新潟県立大学 

 〒950-8680  

新潟県新潟市東区海老ケ瀬４７１番地 

    

   

□万代シティバスセンター、「新潟駅前」バス停（新潟駅前バスターミナル）ま

たは「明石１丁目」バス停（中央郵便局前）から下記のバスに乗車（所要時

間約 25分）、「県立大学前」下車、徒歩２分。 

    ◆「一日市」行き          ◆「一日市経由豊栄駅前」行き 

    ◆「木崎経由新発田営業所」行き   ◆「新崎経由新潟競馬場」行き 

    ◆「一日市経由大江山連絡所前」行き 

  □ＪＲ新潟駅からタクシーで 15分 

  □ＪＲ白新線「大形駅」下車、徒歩 15分 

 

※新潟県立大学の敷地内は全面禁煙です。（喫煙場所はありません。） 

※昼食は各自でご用意ください。（大学の学生食堂は営業していませんが、 

昼食会場として開放します。） 
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大学周辺の飲食店・コンビニエンスストア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

①石窯パン工房 サフラン大形店 （パン） 

②グラッチェガーデンズ 新潟大形本町店 （パスタ・ピザ） 

③麺や来味 （ラーメン） 

④CoCo壱番屋 海老ケ瀬インター店 （カレー） 

⑤ステーキ宮 海老ケ瀬インター店 （ステーキ） 

⑥吉野家 新潟海老ケ瀬インター店 （牛丼） 

⑦幸楽苑 海老ケ瀬インター店 （ラーメン） 

⑧しゃぶ葉 海老ケ瀬インター店 （ブッフェ） 

⑨ファミリーマート （コンビニエンスストア） 
⑩いきなりステーキ （レストラン） 

⑪セブンイレブン （コンビニエンスストア） 

※当日は福利厚生棟「ぱれっと」を昼食会場として開放します。 

昼食を持参された方はこちらをご利用ください。 

 

Map data○C 2015 Google 
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（２）講習日時及び講習内容 

 

講習日(仮) 講習名 担当教員 定員 会場 

7/31（土） 

必修 幼 教育の最新事情関係 
高橋（靖） 

角張 
90名 4101 

選択 栄養 
栄養アセスメントに基づいた給食

の給与栄養目標量の算定 
田村 20名 2204 

8/1（日） 
選択 

必修 

幼 
幼稚園教育要領改訂の動向等と 

問題に対する組織的対応の必要性 

梅田 

高橋（靖） 
90名 4101 

幼・小 

中・栄 
道徳教育 斎藤（裕） 50名 1257 

8/16（月） 選択 
中・高 

英 語 
米国の環境と文化～その光と影～ 小谷 40名 1257 

8/28（土） 

選択 幼 

子どもの食育と食生活 山岸 40名 1257 

子ども・子育て支援の動向 
植木 

小池 
50名 1313 

9/4（土） 

幼児の感性を育む造形表現Ａ 神谷 30名 

美 術 室 

図 工 室 

5101 

子どもの音楽表現Ａ 石井 30名 
音楽教室 

3211 

9/5（日） 

幼児の感性を育む造形表現Ｂ 神谷 30名 

美 術 室 

図 工 室 

5101 

子どもの音楽表現Ｂ 石井 30名 
音楽教室 

3211 

9/11（土） 身体の発育発達と運動遊びＡ 伊藤 40名 
1257 

１体 

9/23（木） 身体の発育発達と運動遊びＢ 伊藤 40名 
1257 

１体 
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【幼稚園教諭対象】 

１．必修『教育の最新事情関係』（6時間）4101講義室［定員 90名］ 

講習日：令和３年７月 31日（土）8:45～4101講義室前受付開始 

9:15～オリエンテーション 

17:00-17:10 事後アンケート 

【幼稚園教諭対象】 

２．選択必修『幼稚園教育要領改訂の動向等と問題に対する組織的対応の必要性』 

（６時間）4101講義室［定員 90名］ 

講習日：令和３年８月１日（日）   8:45～4101講義室前受付開始  

9:15～オリエンテーション  

17:00-17:10 事後アンケート 

 

 

 

① 9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:10 

（休憩） 

試験 12:20-12:40 

最近の教育の動向と子ども観・教育観等の省察 

人間生活学部 

子ども学科 

講師 高橋靖幸 

世界における近年の幼児教育の動向と日本の現状を考察

しながら、これからの幼児教育を担う教師のあり方につい

て、子ども観・教育観とも関連させながら考える。 

12:40-13:40 休 憩  

③13:40-15:10 

（休憩） 

④15:20-16:30 

（休憩） 

試験 16:40-17:00 

子ども理解･発達理解とその支援 

人間生活学部 

子ども学科 

准教授 角張慶子 

保育において、子どもの発達を含めた子ども理解は重要

である。子ども理解に基づき、発達支援のニーズを抱えた

子どもたちの保育・発達支援の在り方について学ぶ。あわ

せて、子どもの生活や環境の変化、保護者支援、カウンセ

リングマインドの必要性についても理解を深める。  

① 9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:10 

（休憩） 

試験 12:20-12:40 

幼稚園教育要領改訂の動向等 

人間生活学部 

子ども学科  

教授 梅田優子 

現行の幼稚園教育要領と、その改訂の背景にある動向等に

ついて理解し、幼稚園教諭として求められていることや大切

なことについて考える。 

12:40-13:40 休 憩 

③13:40-15:10 

（休憩） 

④15:20-16:30 

（休憩） 

試験 16:40-17:00 

問題に対する組織的対応の必要性 

人間生活学部 

子ども学科 

講師 高橋靖幸 

複雑な変化を迎えるこれからの社会を生きる子どもたち

のために、幼児期から小学校にかけての一貫した教育の必

要性とその重要性を理解し、「幼保小接続」の教育課程に

組織的に取り組む具体的な実践について考える。 
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【幼・小・中学校教諭・栄養教諭対象】 

３．選択必修『道徳教育』（6時間）1257講義室 ［定員 50名］ 

   講習日：令和３年８月１日（日）  8:45～1257講義室前受付開始  

9:15～オリエンテーション 

16:50-17:00 事後アンケート 

【栄養教諭対象】 

４．選 択『栄養アセスメントに基づいた給食の給与栄養目標量の算定』(6時間) 

2204講義室［定員 20名］ 

講習日：令和３年７月 31日（土）   8:45～2204講義室前受付開始 

                   9:15～オリエンテーション 

16：50-17：00事後アンケート 

 

 

 

 

 

① 9:20-10:50 

（休憩） 

② 11:00-12:30 

道徳の本質と道徳教育について、幼児教育から始まって

いく、日常生活における「道徳」的実践力や態度の育成を

考察する。 

人間生活学部 

子ども学科 

教授 斎藤 裕 

12:30-13:30 休 憩 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

特に、（１）道徳性を養う教育とは－教師や保育者の人間

性と子どもへの影響－、（２）現代科学の進歩と「命」の

“ありよう”とのバランス、（３）“インクルージョン”と

は何か、“ノーマライゼーション”の意味はどこにあるの

か、を、『人として生きる－共生－』という観点から障害児

保育や特別支援教育を含めて考えていきたい。 

①9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:30 

（休憩） 

 午前は、実態調査に基づいた幼児の食事摂取や身体・運動

状況について講義し、ディスカッションを通して幼児の食事

や生活習慣の課題を考える。 

人間生活学部 

健康栄養学科  

教授 田村 朝子 

12:30-13:30 休 憩 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

午後は、栄養アセスメントに基づいた給与栄養量の算定

方法について､食事摂取基準（2020年版）をもとに講義・

演習する。また、学校給食摂取基準の算定根拠について把

握した上で、学校給食の栄養管理について理解を深める。 
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【中・高英語科教諭対象】 

５． 選 択『米国の環境と文化～その光と影』（6時間）1257講義室［定員 40名］ 

講習日：令和３年 8月 16日（月）  8:45～1257講義室前受付開始  

9:15～オリエンテーション 

16:50-17:00 事後アンケート 

 

【幼稚園教諭対象】 

６．選 択『身体の発育発達と運動遊び』（6時間） 

（男性更衣室：男性休養室 女性更衣室：1119講義室）［定員各 40名］ 

講習日：Ａ 令和３年９月 11日（土）   1257講義室 第１体育館 

Ｂ 令和３年９月 23日（木・祝） 1257講義室 第１体育館 

      各日ともに 8:45～1257講義室前受付開始 9:15～オリエンテーション 

※同じ内容の講習を２回行います。いずれか１回のみ受講が可能です。 

※運動のできる服装、内履き、タオル等をご用意ください。 

※体育館には冷房がありません。水筒など適宜持参し、熱中症予防に努めてく 

ださい。  

※本講習は、体育館での運動実技を伴い、見学等による代替はできません。 

妊娠中の方など体力的に不安のある方は、他の講習の受講をご検討ください

ますようお願いします。 

※身体に障がいのある方は、お申込に先立ちご相談ください。 

※令和元年度に受講済みの方は受講できません。 

 

 

①9:20-10:50 

（休憩） 

② 11:00-12:30 

（休憩） 

 米国で生まれた環境正義、環境レイシズムといった概念を

もとに、米国西部を題材として取り上げながら社会文化と環

境問題の関係について日米の歴史や文学の資料･史料を用い

ながら講義をしていく。 国際地域学部 

国際地域学科 

教授 

小谷 一明 

 

12:30-13:30 昼  食 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

講習では多文化共生をキーワードとしながら、中高の現場

でも利用できるような教材を用いていく。また、講習では日

米を越境する文化的な関係についても話し、未来に向けたグ

ローバルな環境平和の点から議論を深めていきたい。 

①9:20-10:50 

（休憩） 

②11:05-12:20 

身体の発育発達と運動能力の発達経過から、幼児期におけ

る運動遊びの重要性と遊びのヒントを解説する。 

人間生活学部 

子ども学科 

教授 伊藤巨志 
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17:00-17:10 事後アンケート 

【幼稚園教諭対象】 

７．選 択『子どもの食育と食生活』（6時間）1257講義室 ［定員 40名］ 

講習日：令和３年８月 28日（土）  8:45～1257講義室前受付開始 

9:15～オリエンテーション 

※令和元年度に受講済みの方は受講できません。 

16:50-17:00 事後アンケート 

 

【幼稚園教諭対象】 

８．選 択『幼児の感性を育む造形表現』（6 時間）美術室、図工室、5101 講義室

［定員各 30名］ 

講習日：Ａ 令和３年９月４日（土） 

     Ｂ 令和３年９月５日（日） 

     両日とも 8:45～美術室前受付開始 9:15～オリエンテーション 

※同じ内容の講習を２回行います。どちらか１回のみ受講が可能です。 

※演習があります。汚れてもよい服装でお越しください。また、作品を持ち帰

る袋等をご用意ください。 

※令和元年度に受講済の方は受講できません。 

12:20-13:10 

休  憩 

（更衣が必要な方はこの時間内に男性→男性休養室、女性→ 

１１１９講義室で着替えてください。）  

③13:10-14:40 

（休憩） 

④14:55-16:00 

（休憩） 

試験 16:20-17:00 

体育館での実技指導を行う。実技をとおして、身体感覚の

獲得過程を理解する。 

また、運動遊びの指導と観察の視点について講習を展開す

る。 

①9:20-10:50 

（休憩） 

 

②11:00-12:30 

講習会は原則４つの構成で行います。 

1) 最近の子どもの食生活における問題点に関する講義 

2) 食育を踏まえた栄養・調理・食品に関する講義 

3) 1)と 2)の内容を踏まえて、グループに分かれて食育実

践及び評価 人間生活学部 

子ども学科 

講師 山岸あづみ 

12:30-13:30 休 憩 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

4) 講習会の内容に関する確認テスト 
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 16:50-17:00 事後アンケート 

 

【幼稚園教諭対象】 

９．選 択『子どもの音楽表現』（6 時間）音楽教室、3211 講義室［定員各 30 名］ 

講習日：Ａ 令和３年９月４日（土） 

      Ｂ 令和３年９月５日（日） 

両日とも 8:45～音楽教室前受付開始 9:15～オリエンテーション 

※同じ内容の講習を２回行います。どちらか１回のみ受講が可能です。 

※動きやすい服装・靴でお越しください。 

※令和元年度に受講済の方は受講できません。 

16:50-17:00 事後アンケート 

１０． 選 択『子ども・子育て支援の動向』（６時間）1313講義室 ［定員 50名］ 

講習日：令和３年８月 28日（土）  8:45～1313講義室受付開始  

9:15～オリエンテーション 

※令和元年度に受講済みの方は受講できません。 

① 9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:30 

造形表現を通じて、幼児がどのように感性を豊かにして

いくのかを理解すると同時に、幼児が主体的に表現できる

環境づくりや、魅力ある題材、言葉かけなどの援助法につ

いて、講義と実技演習により学ぶ。 
人間生活学部 

子ども学科 

准教授 神谷睦代 

12:30-13:30 休 憩 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

今後の幼児教育における造形表現の役割や幼小接続・連

携の面からも、幼児の造形表現の意義や感性を育むことの

重要性について考察する。 

①9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:30 

 

子どもの音楽表現活動を援助するために必要な音楽の知識

や技術を学ぶ。「音楽表現とは」「創造的音楽づくり」につ

いての講義とグループワークの後、リトミック活動、楽器奏

法と楽器遊び、歌唱活動などの実践を行い、保育者の援助に

ついて考察する。 人間生活学部 

子ども学科 

教授 石井玲子 

12:30-13:30 休 憩 

③13:30-15:00 

（休憩） 

④15:10-16:00 

（休憩） 

試験 16:10-16:50 

保育者として感性を磨き、表現力を身につけるために、歌

声で表現すること、歌詞の内容を理解することの大切さを学

ぶと同時に、子どもの歌のピアノ伴奏法や弾き歌いの方法も

学ぶ。 
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17:00-17:10 事後アンケート 

５ 受講者の募集期間 

  本学の免許状更新講習の受付は全て先着順とします。 

① 優先募集期間  

令和３年４月 12日（月）17:00～令和３年４月 15日（木）17:00 

    優先対象者：令和３年度が受講期限で新潟県内勤務者 

② 一般募集期間  

令和３年４月 15日（木）17：00～令和３年５月 11日（火）17：00 

 

６ 受講者の募集及び決定 

（１）受講者の募集及び決定の手順 

  教員免許状更新講習管理システム（以下「講習システム」という。）で、イン

ターネットを利用して受講者を募集及び決定します。 

 （http://www.menkyokk-niigata.jp/） 

  手順は以下のとおりです。 

（１）講習システムのアクセス権限を取得（受講希望者） 

（２）講習システムに利用者情報を登録（受講希望者） 

（３）受講の仮申込（受講希望者） 

（４）受講者の仮決定 ［５月１４日（金）頃］ 

（５）受講の本申込（受講希望者） 

      講習料の支払い ［５月２８日（金）まで］ 

受講申込書の郵送［６月１７日（金）必着］ 

（６）受講者の決定 

  （７）受講票の発行・印刷（受講決定者） 

（２）受講者の仮決定方法 

  ①本学の免許状更新講習の受付は全て先着順とします。 

   ただし、障がいを有する受講希望者については、別途調整するものとします。 

①9:20-10:50 

（休憩） 

②11:00-12:10 

（休憩） 

試験 12:20-12:40 

最新の子ども家庭福祉制度のうち、教員として把握すべき

「子ども・子育て支援」の動向について学び、専門職者として

の知識と力量を高めることをねらいとする。 

前半部分は、とくに「子どもの虐待・貧困対策」に関する制

度や実際について学ぶ。 

人間生活学部 

子ども学科  

教授 小池由佳  

12:40-13:40 休 憩 

③13:40-15:10 

（休憩） 

④15:20-16:30 

（休憩） 

試験 16:40-17:00 

後半部分については、とくに「学童保育」に関する制度や

実際について学ぶ。 
人間生活学部 

子ども学科 

教授 植木信一 

 

http://www.menkyokk-niigata.jp/
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  ②定員に満たない場合でも開講します。 

（３）受講者の再募集 

  受講者が受講予定人員に満たない場合及びキャンセルがあった場合は、再募集

を行います。 

  再募集期間 令和３年５月１８日（火）～５月２４日（月） 

なお、上記に加えて再募集を行う場合の募集期間は、教員免許状更新講習ウ

ェブサイト（以下「講習ウェブサイト」という。）でお知らせします。 

（４）受講申込書 

  講習システムで作成された受講申込書を印刷し、以下の手順で送付してくださ

い。 

①受講申込書の記載内容を確認し、顔写真を貼付し押印してください。 

②証明欄に所属長（校・園長）から記名・押印（公印）を受けてください。 

③講習料の払込証明（コピー）を裏面中央に貼付してください。 

新潟県保育教諭確保のための幼稚園教諭免許状取得支援事業補助金の申請を 

される方は払込証明書の原本が必要です。申請まで大切に保管してください。 

③ 以下の宛先に送付してください。（６月１７日（金）必着） 

 

 〒950-8680新潟市東区海老ケ瀬４７１番地 

  新潟県立大学 教務学生課 免許更新講習係 宛 

 （５）身体に障がい等のある方の事前相談 

   身体に障がい等がある方または妊娠中の方など、受講上特別な措置を希望す

る方は、受講申し込み前に相談してください。 

 

７ 受講者に対する事前の課題意識調査 

  免許状更新講習規則（平成２０年文科省令第１０号）（以下「規則」という。）

第７条第１項に規定する講習の内容等に関する受講者の意識調査「事前アンケ

ート（１００文字以内）」は、受講希望者が講習システムで申し込みを行う際

に実施しますので入力してください。 

 

８ 講習の事後アンケート調査 

  規則第７条第２項に規定する講習の事後評価に係るアンケート調査は、全ての

受講者を対象として講習ごとに当該講習の最後に実施します。文部科学省が定

める調査項目の調査結果は講習ウェブサイトで公開します。 

 

 

９ 保険の加入 

  講習受講（会場までの移動を含む）に係る保険は、受講者が自己負担で加入し

てください。 
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１０ 受付及びオリエンテーション 

（１）受付 

① 本人確認を行います。講習システムで作成した受講票を提示してくださ

い。 

② 受付は、午前及び午後の講習の開始時に行います。 

（２）仮受講票の発行 

  受講票の亡失者に対しては、本人確認の上仮受講票を発行します。 

（３）オリエンテーション 

  講習の日程及び留意事項を説明します。 

 

１１ 欠席・遅刻及び補講の取扱い 

（１）原則として、遅刻・欠席・途中退席は認めません。 

（２）遅刻は、台風等の天候上の理由、公の交通機関の遅延等の正当の理由がな

ければ認めません。 

（３）上記（２）の場合も含めて、出席時数が１講習あたり１５分以上不足して

いる受講者については、当該講習の成績審査を行いません。 

 

１２ 休講の取扱い 

（１）本学が、台風等の天候上の理由又は講師の急病等により講習を開催できな

いと判断したときは、当該講習を休講（実施中における中止を含む。）と

することがあります。 

（２）上記（１）により休講とした講習は、原則として補講を行います。 

（３）休講の連絡、補講の日程に関する連絡は、講習ウェブサイトや電話等の適

切な方法で受講者へ連絡します。 

（４）上記（２）による補講を実施できない場合又は補講を受講できない受講者

には、当該講習の講習料を全額返還いたします。 

 

１３ 受講決定の取消し 

   講習の受講を決定された者が次に掲げる事項に該当するときは、受講の決定

を取り消すことができるものとする。この場合の講習料の返還については、上

記３講習料の（３）講習料の返還に準ずることとなります。 

（１）講習の進行を妨げる行為があったとき 

（２）講師や他の受講者等に迷惑をかける行為があったとき 

（３）著しく本大学の名誉を傷つけたとき 

（４）本学関係者に対し暴行、脅迫等の行為があったと認められるとき 

（５）その他本学が更新講習の運営上不適当と判断するとき 
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１４ 修了（履修）認定 

（１）修了認定の方法 

①講習の課程の修了の認定（課程の一部の履修の認定を含む。）（以下「修了認 

定」という。）は、筆記試験又は実技考査（以下「試験」という。）による成 

績審査に合格した者に対して行います。 

②試験は、講習ごとに行います。ただし、当該講習を担当する講師が必要と認 

めるときは、随時試験を行うことがあります。 

③試験を実施する講習について試験を受けない場合は、認定を行いません。 

 

（２）成績審査の基準 

試験の成績審査の基準は、以下のとおりとします。 

評価 点数（点） 評価の定義 判定 

Ｓ １００～９０ 
当該事項の到達目標の内容をほぼ完全に理

解し、説明できるものと認められる。 

合格 

Ａ ８９～８０ 
当該事項の到達目標の内容を十分に理解し、

説明できるものと認められる。 

Ｂ ７９～７０ 
当該事項の到達目標の基幹部分は理解し、説

明できるものと認められる。 

Ｃ ６９～６０ 
当該事項の到達目標のうち、最低限の部分は

理解し、説明できるものと認められる。 

Ｆ ５９～０ 当該事項の到達目標に及ばない。 不合格 

（３）不正行為 

試験の際に受講者が不正行為をした場合は、当該講習の受験は無効としま

す。 

（４）証明書 

① 学長は、修了認定を受けた受講者に対し、教育職員免許法施行規則（昭和

２９年文部科学省令第２６号）第７３条の３に規定する証明書を交付し

ます。 

② 証明書には、複写防止機能を備えた用紙を使用します。 

③ 証明書は令和３年９月２９日（水）までに、受講者に郵送します。 

 

１５ 修了（履修）認定試験の個人成績の開示 

（１）開示内容 

令和３年度新潟県立大学教員免許状更新講習の修了（履修）認定試験にお

ける個人成績を本人に限り開示します。 

（２）開示方法 

申請時に提出された返信封筒により、開示内容を郵送（簡易書留）します。 
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（３）受付期間 

該当する教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）第７３

条の３に規定する証明書が、受講者に到達した日の翌日から起算して６０

日を経過する日（その日が日曜日又は国民の祝日に関する法律（昭和２３

年法律第１７８号）に規定する休日に当たるときはその翌日、土曜日に当

たるときはその翌々日。）の１７時まで 

（４）申請者および受付方法 

① 申請者 

申請者は本人とし、代理人は不可 

② 窓口での申請受付 

土曜日、日曜日及び休日を除く日の９時から１７時まで 

③ 郵送による申請受付 

該当する教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）第７３

条の３に規定する証明書が受講者に到達した日の翌日から起算して６０

日を経過する日の本学到着分まで 

※電話及び電子メールによる申請受付は、本人が特定できないため実施

しません。 

  

（５）申請書類 

① 窓口への持参による申請書類 

ア 修了（履修）認定試験成績開示申請書（別記様式２） 

イ 開示を請求する講習の受講票（コピー不可） 

    ※受講票を紛失した場合は、本人を確認できる身分証明書等を持参   

してください。 

ウ 返信用封筒（長形３号封筒に、本人の住所・氏名を記入し、郵便切手

４０４円分（簡易書留）を貼付したもの） 

② 郵送による申請書類 

ア 修了（履修）認定試験成績開示申請書（別記様式２） 

イ 開示を請求する講習の受講票（コピー不可） 

ウ 返信用封筒（長形３号封筒に、本人の住所・氏名を記入し、郵便切手４

０４円分（簡易書留）を貼付したもの） 

 

１６ 証明書の再交付 

① 証明書の被交付者から再交付の申請があったときは証明書を再交付します。 

② 再交付に必要な申請書類は、以下のとおりです。 

ア 修了（履修）証明書再交付申請書（別記様式３） 

イ 再交付を申請する講習の受講票（コピー不可） 

   ※受講票を紛失した場合は、本人を確認できる身分証明書等の写し 
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ウ 返信用封筒（長形３号封筒に、本人の住所・氏名を記入し、郵便切手 

４０４円分（簡易書留）を貼付したもの） 

 

 

【本件に関する連絡先】 

 〒950-8680 新潟市東区海老ケ瀬４７１番地 

       新潟県立大学 教務学生支援部教務学生課 

          電話 ０２５－２７０－１３０２ 

          FAX  ０２５－２７０－５１７３ 

          Mail  seiseki@unii.ac.jp  

mailto:seiseki@unii.ac.jp
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別記様式１ 

教員免許状更新講習 講習料返還請求書 

 

新潟県立大学 学長 殿 

令和   年   月   日 

 

（請求者） 

住 所  〒 

                     

氏 名
ふ り が な

 

 

電話番号 

 

 私は貴学に教員免許状更新講習講習料を払い込みましたが、都合により教員免許

状更新講習を受講しません（しませんでした）ので、下記のとおり返還願います。 

 

記 

返還請求額                                                  円 

返還金振込先 

金 融 機 関  

         銀行・信組・信金 

         労金・農協              支店 

預 金 種 別       普通預金    ・    その他（       ） 

口 座 番 号  
 

ふ り が な  

口 座 名 義  
 

 

①請求者本人名義の口座を記入してください。 

②返還請求額から振込手数料を差し引いた額を振り込みます。 

教員免許状更新講習講習料払込受領書貼付欄 

 

①コンビニエンスストアで払い込んだ際の受領書を貼り付けてください。 

②受講申込書を送付した方は受領書貼付の必要はありません。 
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別記様式２ 

新潟県立大学教員免許状更新講習 
修了（履修）認定試験成績開示申請書 

 

令和  年  月  日 

新潟県立大学 学長 殿 

 

（申請者） 

利用者ＩＤ  

フリガ ナ  

氏 名 
 

生年月 日       年     月     日 

 

連 絡 先 

 

（〒   －    ） 

 

（Tel    －    －     ） 

 

私に関する新潟県立大学教員免許状更新講習修了（履修）認定試験の成績評価の基準に定め

る評価について、次のとおり開示を申請します。 

 

教員免許状更新講習名 開示内容 

 成績評価 

 成績評価 

 成績評価 

 成績評価 

 

（注）１ 本人確認のため、受講票を提示（同封）してください。 

     受講票を紛失した場合は窓口のみで受け付けますので、本人を確認できる身分

証明書（運転免許証等）を提示してください。 

   ２ 返信用封筒（本人の住所・氏名を記入の上、郵便切手４０４円分を貼付した長

形３号（約１２㎝×２４㎝））を提出（同封）してください。 

 

（受付） 

本人確認 
１ 受講票 

２ 身分証明書（       ） 
担当者確認印 

申請受理    年   月   日 
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別記様式３ 

新潟県立大学教員免許状更新講習 
修了（履修）証明書再交付申請書 

 

令和  年  月  日 

新潟県立大学 学長 殿 

 

（申請者） 

利用者ＩＤ  

フリガ ナ  

氏 名 
 

生年月 日       年     月     日 

 

連 絡 先 

 

（〒   －    ） 

 

（Tel    －    －     ） 

 

私に関する新潟県立大学教員免許状更新講習修了（履修）証明書について、次のとお

り再交付願います。 

 

申請理由 □紛失  □破損・汚損  □その他（          ） 

受講年度 平成     年度 

 

（注）１ 本人確認のため、受講票を提示（同封）してください。（コピー不可） 

     受講票を紛失した場合は、本人を確認できる身分証明書（運転免許証等）の写

しを提示してください。 

   ２ 返信用封筒（本人の住所・氏名を記入の上、郵便切手４０４円分を貼付した長

形３号（約１２㎝×２４㎝））を提出（同封）してください。 

 

（受付） 

本人確認 
１ 受講票 

２ 身分証明書（       ） 
担当者確認印 

申請受理    年   月   日 

 

 


